
 
平成 30年 3月 31日現在のデータ 

住民基本台帳人口 
172,483人 

県内で 10番目に多い 

面積 
20.97ｋ㎡ 

県内で４番目に小さい 

人口密度 
8,225人／ｋ㎡ 

県内で 3番目に高い 

習志野市の概要 

習志野市のプロフィール 
本市は、千葉県北西部、東京湾に面した位置に所在し、周囲は千葉市、船橋市、八千代

市に隣接しています。 

昭和 29年 8月 1日に人口 3万人、約 18ｋ㎡でスタートした本市は、現在までに人口は約

1７万人となり、また、面積は埋め立て等により約 3ｋ㎡拡大し、住居地域が充実した文教住

宅都市として歩み続けております。 

市内の東部から中部地区にかけては、旧陸軍騎兵旅団指令部があった大久保地区を中

心に、明治から昭和にかけて発展の中核地域として市制当初から人口集中地域でありまし

た。戦後の旧軍解体に伴い、広大な跡地は大学や工業系企業等の敷地として活用されて

います。 

中部地区は、最も古くから集落がある鷺沼・鷺沼台・藤崎地区をはじめ、JR総武線や京

成線等の主要交通機関が集中する津田沼地区があり、昭和 30（1955）年代まで海岸線が

あった国道 14号沿いを南端に、本市の中核を担ってきた地域であります。 

西部地区は、ラムサール条約に登録されている谷津干潟があります。また、東京湾岸は

国道 14号以南の埋立地域で構成されており、JR京葉線以南である芝園、茜浜地区は、居

住エリアとの明確な分離のための土地利用がなされており、工業・流通エリアとして、本市

の産業地域となっています。 

近年では、JR津田沼駅南口から徒歩５分ほどの農地（約３５ヘクタール）を住宅地に転

換させ、「奏の杜」として土地区画整理を行ったことにより、大型商業施設や集合住宅、戸

建住宅、公園などが整備されました。 

本市の交通に係る状況としては、主要交通である鉄道が市内中心部を横断し、5路線 7

駅が設置され、市内どの地域からも約 2ｋmで駅へ行くことができ、鉄道へのアクセスは大

変優れています。 

本市の地理に係る状況としては、海抜平均 18ｍであり、台地、段丘斜面、谷戸地、海岸

平野と、変化のある自然地形が形成されています。北部の下総台地から、かつて旧海岸線

があった国道 14号沿いには海岸段丘の名残があるものの、全体としては南部の海岸線に

向けて、穏やかな傾斜をなしています。 

平成 29年 5月には、行政・防災の拠点となる新庁舎が完成しました。習志野市の新たな

シンボルとして、より一層、質の高い市民サービスの提供を実現できるように努めてまいり

ます。 

     

資 料 １ 


